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『 笠岡地区まちづくり協議会 』 

事務所：笠岡市笠岡２６２７番地 

    「井戸会館」内   

 電 話：６３－５９４９ 

 Ｆａｘ：７５－０１０１ 

E-mail：zukuri2@mx1.kcv.ne.jp 

 開館日：月･水･金曜日１４時～１７時 

          

笠岡小学校と笠岡西中学校で、延期に

なっていた運動会が開かれました。 

各学校とも新型コロナウイルスの感染

防止対策のため観覧も制限されました

が、コロナ禍の中でも子ども達がいきい

きと運動会を楽しんでいる様子に、保護

者から力一杯の拍手が送られました。 

 

 
〇１１月１０日(水)１８:３０～ 

 令和３年第６回総務部会を予定 

〇１１月２１日(日)１０：００～ 

 令和３年第５回役員会を予定 

〇１１月２４日(水)１８：３０～ 

 令和３年第４回子育て部会を予定 

〇１１月２８日(日)１０：００～ 

 第８回子どもふれあい祭り 

 

 

 

自助 

共助 公助 

１０月１日(金) １．２年生玉入れ 

 

写真提供：笠岡小学校、笠岡西中学校 

１０月１６日(土) 

http://kasaoka-es.kasaoka-ed.jp/
http://nishi-jh.kasaoka-ed.jp/
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     『クラフトバンド教室』 

      １０月８日からクラフトバンド教

室が始まりました。根気のいる２時間余りの作業

ですが、講師の先生から丁寧に教えて頂きながら

和気あいあいと楽しく頑張っています。 

        福祉部会長 石井澄恵 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                       

 

 田頭は上田頭が絵下谷、水(み)の内も入れてい

る。荒神原に兜岩(高さ50㎝)があり(尼子十勇士

の一人、碇(いかり)之助に関係=よろい岩)応神天

皇がこの岩にカブトを脱がせられてお休みになっ

たという。 

◇大年神社(荒神)下田頭には大師堂(安永年間)地

神がある。なおエノキのある所まで海だったとい

う。 

      ～次号に続く～ 

【資料提供】笠岡史談「笠岡の地名」広沢澄郎氏 

 

  

 

編 集 後 記 

１０月とは思えない厳しい残暑が続きまし

たが、中旬を過ぎると一気に気温も下がって

秋らしくなりました。 

新型コロナも収束に向かっているようです

が、まだまだ油断が出来ません。 

３密の回避、マスクの着用、手指消毒を励

行し地域全体でコロナを封じ込めましょう。 

Ｉ・Ｍ 

 

 

(四)北部 
 宮地のたわ(今、道を５ｍほど切り下げ車が通

れるようになっている。以前は一本松と道祖神が

あった。※県道が拡幅されているので現在の様子

は違います。◇大松不動明王)を越すと横長い小

盆地があって、一帯を総称して馬飼越という。北

へ行くと馬飼村(旧今井村)へ出られるからだ。 

応神山の谷間は峠の前からいうと、クリカケ

(栗懸？)アイ（会？）の谷、山椒谷、大谷の四つ

がある。 

 加入堂山のふもとは、ワカハ子(ね)(若羽根？)

イブ子(ね)(井舟)という。大砂止および青池へ出

る。 

ところで加入堂山(204ｍ)には石鎚神社(石鎚

蔵王権現、早鷹大権現など。祭日旧六月一日)が

ある=180ｍ。西の萬燈山(170ｍ)は田頭からも

登られ、かって萬燈をかかげて雨乞いをしたとい

う。※萬燈とは数多くの灯火のこと。 

 南に狼(おおかみ)(狼谷や狼川)(対する山が小丸

山、その西ふもと、裁判所や法務局の辺が小丸南

平(みなみひら)、さらに昭和通りへ(大塚工場◇権

九郎稲荷あたり) 

 さて加入堂のいわれは、火入・貫乳ではないか

と思ったりしているが、山頂のナルい所を俗に大

身(たいしん)屋敷と呼ぶ。また守屋氏によれば、

ノロシ山という所があり、海上の水軍と合図をか

わしたという。西北の尾根が鷲山。これらの山の

北が鳶(とび)の子山(133ｍ)で間の峠を榎木乢と

いう。そこから絵下谷(エゲは会下・修行僧のこ

と◇三宝荒神=若年神社)を通り上田頭へ出る。 

 途中に岩塚稲荷があるが、西の方水落(4953)

の稲荷はここのを分祀したもの。 

福祉部会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加入堂山 

新池 

石鎚神社 
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